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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内シグナル伝達における受容体として機能する膜貫通型（I型）ヘパラン硫酸プロテオグリカンである。コードされるタンパク質はホモ二量体として存在し、シンデカンプロテオグリカンファミリーに属する。この遺伝子は20番染色体上に存在し、擬似遺伝子は22番染色体上にも存在する。[RefSeq提供、2008年7月],機能：ヘパラン硫酸を有する細胞表面プロテオグリカン。,機能：細胞表面プロテオグリカン。,類似性：シンデカンプロテオグリカンファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。CDCP1、GIPC PDZドメイン、およびNUDT16L1/SDOS（類似性による）と相互作用する。SDCBPと相互作用する。,組織特異性：上皮細胞および線維芽細胞で発現する。,
	研究分野
	ECM-受容体相互作用;細胞接着分子（CAM）;
	画像データ
	

	Syndecan4抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	シンデカン4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Syndecan4抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	シンデカン-4ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

